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江別市適応指導教室「すぽっとケア」案内  

学校に行きたくても 行けない子のために 

 

～ 支 援 の 基 本 姿 勢 ～  

集団生活への適応、情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等のため 

お子様や保護者の方の教育相談を進めながら困り感の解消に努めます 

学校と連携し、社会的自立に向かえるよう支援します 

日   課   表 

月・水・木・金曜日  青年センター 緑町西 2－11 火 曜 日  情報図書館 野幌末広町 7 

朝 の 会 10:00～10:10  朝 の 会 10:00～10:10  

学 習 活 動 10:10～11:15 自学自習 読 書 前 半 10:10～11:00 読書活動 

交流活動（金：体育活動） 11:15～11:５0  
読 書 後 半 11:00～11:45 

読書活動 

交流 活 動 等  振 り 返 り 11:５0～11:55 日記記入 

帰 り の 会 11:5５～12:00 片 付 け 帰 り の 会 11:45～12:00 日記記入 

 専任指導員、専任相談員、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）、学習サポーターで支援を行います。 

 

 

 

 

 

 
 ※年間カレンダーをご参照ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
連 絡 先  

江別市教育委員会 教育支援課 011-381-1409 または 384-7830(直通) 
すぽっとケアメール spot-daihyo@ed.city.ebetsu.hokkaido.jp 

活 動 内 容 

【 個 別 指 導 】 
・ 学 習 支 援 
・ 相 談 活 動 
・ 個 室 支 援 
・ 訪 問 支 援 

 

【 集 団 指 導 】  
・交流活動、体育活動（毎週金曜日） 
・読書活動（毎週火曜日） 
・ケア事業（年 10 回程度） 

料理教室、百人一首、カードゲーム 
食育・農業体験、高校見学 
軽スポーツ 等  

 

【 連 携 支 援 】  
・学校との情報共有 
・保護者相談 
・保護者懇談会（7 月と 11 月） 
・ＳＳＷとの連携 
・学校訪問 
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江別市教育委員会
学校教育支援室
教 育 支 援 課

令和５年度第1号（４月２１日発行）

【令和５年度のSSW担当校について】

〜 こんにちは！江別市のスクールソーシャルワーカーです 〜

江別市教育委員会では、スクールソーシャルワーカー（SSW）３名を配置し、不登校やいじめ
虐待、DV、貧困、発達障がいなど、児童⽣徒や保護者、先⽣⽅のさまざまな困り感に福祉的な⽴
場から助⾔や⽀援を⾏っています。

昨今は新型コロナウイルスの感染不安や新たな⽣活スタイルへの変化も⽣まれ、⼤⼈はもちろん
⼦ども達も不安な毎⽇を送らなければならない状態が続いており、昨年度はSSW全体で175件のケ
ースの⽀援を⾏いました。

登校が安定しない、家庭環境による⼦どもへの影響、特別な配慮や対応など、⼦ども達が安心・
安全を実感できる学校⽣活が送れるよう、SSWの活用をご検討ください。

保護者と学校の関係が
難しく子どもの支援に

繋がらない…

集団生活になじめない子に、
どう関わればいいかな？

不安が強く、
登校が安定しない…

子ども達の育ちや、
保護者との関わり方について

校内研修したいなぁ

SSW ⽥村千波 SSW ⻑⾕川敬 SSW 三国富美⼦

9時〜17時15分勤務
（火曜⽇休み）

９時〜17時15分勤務
（水曜⽇休み）

9時〜17時15分勤務
（木曜⽇休み）

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

⼤麻小学校
⼤麻⻄小学校
文京台小学校
⼤麻東小学校
⼤麻泉小学校
野幌小学校

⼤麻中学校
⼤麻東中学校

江別第二小学校
中央小学校
対雁小学校
東野幌小学校
野幌若葉小学校

江別第二中学校
中央中学校
野幌中学校

江別第一小学校
豊幌小学校
江別太小学校
北光小学校
いずみ野小学校
上江別小学校

江別第一中学校
江別第三中学校
江陽中学校

もう随分長く江別でＳＳＷを
している田村千波です。道教
委のＳＳＷも兼任させていた
だき、たくさんの事例に関わ
らせていただいています。今
年度もよろしくお願いいたし
ます。

ＳＳＷ３年目の長谷川敬です。
今年度、新たに中央小、対雁小、
中央中を担当することになりま
した。先生方、保護者の皆様の
お話を丁寧にお聞きしたいと
思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

初めまして、今年度より江別市
のＳＳＷとなりました三国富美
子です。先生方と一緒に、子ど
もたち・保護者の方に関わって
いけたらと思っています。どう
ぞよろしくお願いいたします。

関係機関と
連携したいけど、どうすれば

うまくいくでしょうか？
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① 各小中学校から教育支援課へ連絡してＳＳＷの派遣を要
請してください。派遣要請は「学校としての決定」に基づき、
管理職が状況を把握した上で⾏ってください。
※派遣要請にかかる書類等は不要です。
※問題を抱える児童⽣徒の状況について概要と、以降SSW
との連絡担当者をお知らせください。
（管理職、特⽀コーディネーター、⽣徒指導担当等）

② 相談内容の基本的な情報や近況についてお伺いします。
※電話や学校訪問で、担任やコーディネーターから様⼦を
お聞きします。

③ 児童⽣徒の授業観察や保護者⾯談などを⾏い、現在の課
題の把握や、支援の⽅向性の共有等を⾏います。

④ 児童⽣徒が置かれている状況に応じて対応をします。
※⼦育て⽀援課や児童相談所、放課後等デイサービス、医療
等との機関連携や、⽀援における情報共有と⽅向性の確認、
役割の設定のためのケース会議など、具体的な⽀援プランを
提案します。

つなげるこころ つながる支援

ご相談は、江別市教育委員会 教育支援課

スクールソーシャルワーカーまで

江別市高砂町24-6 TEL 011-381-1409

「巡回相談」

江別市では発達や学習におい
て心配や配慮が必要な児童
生徒に対し、学校に専門家を
派遣し、検査や助言を受けるこ
とができる巡回相談を実施して
います。

～ 子どもを取り巻く問題の複雑化・多様化に備えて ～

SSWは「チーム学校」の実現に向けて、専門性に基づく具体的なチーム体制や「見立て」と「見通し」を提案しています。
個別ケースへの初期対応をはじめ、不登校などへの予防的な対策の検討など、各学校で行われるケース会議や校内支援
会議にSSWが参加し、日頃から学校の状況を共有することで、関係機関等とのコーディネートを効果的に図ることがで
きます。

※ 会議の日程等につきまして、都度各担当SSWにお知らせください。

適応指導教室
「すぽっとケア」

学校に登校できない児童生徒
の居場所作りとして、江別市⻘
年センターや情報図書館を利
用し、適応指導教室を開設し
ています。
※今年度から⽉曜〜⾦曜
（午前10時〜12時）の週
５日開設に拡大しました。

SSWは「巡回相談」
や「すぽっとケア」と、
児童生徒や家庭を繋
ぐための支援も行っ
ています。

校内ケース会議・支援会議へのスクールソーシャルワーカー(SSW)の参加をご検討ください
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ442】

地域体験活動事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

平成14年度 ― 継続 単独

市内小中学生

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 市内小中学校児童生徒数 人 8, 654 8, 689 8, 656 8, 785

対象指標２

地域資源を活用した体験活動を子どもたちに提供する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 実施事業数 事業 2 1 3 3

活動指標２

体験活動を通して子どもの可能性を引き出すとともに、 学力だけでは計ることのできない感性ԧ 意欲ԧ 忍耐力などの育
成を図る。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 事業参加者数 人 36 18 48 51

成果指標２

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

21 0 30 129

2, 289 2, 282 1, 141 1, 921

2, 310 2, 282 1, 171 2, 050

【 自然体験】 ツリーイング体験会の実施
【 生活体験】 はじめてのお泊まり会（ コロナ禍のため
休止）

自然体験委託料　 Ŧ30千円

Ŧ4年度
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【日   時】 ７月１７日（日）、１８日（月・祝） 

 

 

 

【会   場】 湯川公園（江別市野幌寿町１９） 

【対   象】 小学４年生～中学３年生 

【定   員】 各部 ６名（１日１８名、２日間で３６名） 

【申込受付】 ６月２４日（金）～７月５日（火）  

         ※申込数が定員を超えた場合は抽選となります 

【参 加 費】 無料 

 

【お問合せ先】 

江別市教育委員会 生涯学習課 

〒067-0074 

江別市高砂町２４－６ 

電話：011-381-1069 

各日、ともに 第１部：10 時～11 時30 分 

第２部：12時30分～14時 

第３部：14時30分～16時 

 

 

【ツリーイングとは？】 
専用のハーネス（安全ベルト）をつけて木に登り、自然との 

一体感を味わう体験活動です。 

普段、登ることができない高い木の上で、開放感や達成感を 

感じてみませんか？木の上から見る景色は最高です！ 

みんなで一緒に楽しい思い出を作りましょう！！ 

 
詳しくは 

裏面を見てね！
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ462】

子ども会育成事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

昭和36年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市子ども会育成連絡協議会（ 江別、 野幌、 大麻ԧ 文京台地区育成会）

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 補助金交付団体数 団体 1 1 1 1

対象指標２ 市内の各地区子ども会育成会の数 団体 3 3 3 3

江別市子ども会育成連絡協議会が取り組む、 幅広い年齢層の子どもたちへの豊かな体験活動と各地区育成会の行う活動
に対し、 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき補助金を交付する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 補助金額 千円 540 737 737 737

活動指標２

江別市子ども会育成連絡協議会及び各地区育成会において、 各種体験型事業が開催され、参加する児童ԧ 生徒数が増え
ることで、 会の活動の活発化と子どもたちへの体験の機会が図られる。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 子ども会活動への地域住民の参加延べ数 人 22 48 90 48

成果指標２ 子ども会活動の取り組み数 件 4 7 10 8

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

540 737 737 737

1, 907 1, 902 1, 521 2, 689

2, 447 2, 639 2, 258 3, 426

【 実施事業】
ԧ こいのぼりフェスティ バル
ԧ 青少年キャンプ村
ԧ ド ッヂビー体験会
ԧ 各地区育成会との連携、 協力
ԧ ジュニアリーダー養成の支援
【 中止事業】
ԧ 小学生相撲大会
ԧ 小中学生かるた大会の開催
ԧ スノ ーフェスティ バル

ԧ 子ども会への補助金Ŧ737千円

Ŧ4年度

-12-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

江別市教育委員会 生涯学習課 青少年係 

江別市高砂町２４－６ 

TEL：０１１－３８１－１０６９ 

MAIL：shogaigakushu@city.ebetsu.lg.jp      

 

主 催  江別市子ども会育成連絡協議会 

    江別市教育委員会 

協 力  北海道フライングディスク協会 

 

北海道フライングディスク協会の講師陣 

新型コロナウイルス感染症対策を

徹底して実施するよ！ 
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ464】

はたちのつどい開催事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

昭和33年度 ― 継続 単独 行事イベント 補助

ԧ はたちのつどい実行委員会
ԧ 20歳年齢到達者

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 実行委員数 人 5 8 4 5

対象指標２ 20歳の年齢到達者数（ 令和3年度までは「 新成人数」 ） 人 1, 447 2, 825 1, 362 1, 269

ԧ その年度に20歳（ はたち） となる青年の有志から構成される実行委員会が、 自ら企画や準備を行い、 「 はたちのつど
い」 を開催する。
ԧ 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき、 江別市はたちのつどい実行委員会に対して、 アト ラクショ ン出演
謝礼、 交歓会景品代など、 はたちのつどい開催に要する経費について補助金を交付する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 補助金額 千円 86 360 180 180

活動指標２

ԧ 20歳（ はたち） の年齢到達に伴い、 成年としてのほぼすべての権利を行使できるよう になる人生の節目を祝福ԧ 激励
することで、 参加した20歳年齢到達者に対して、 自らが自立した社会人にであることへの責任と自覚を促し、 より良い
社会の創造への貢献の決意に加え、 市民としての連帯感を高める。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ はたちのつどい出席者数（ 令和3年度までは「 成人のつどい参加者数」 ） 人 0 1, 375 762 605

成果指標２ 出席率 % 0 48. 7 55. 95 55

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

426 1, 077 569 571

2, 289 2, 282 1, 901 1, 921

2, 715 3, 359 2, 470 2, 492

ԧ 実行委員会の開催
ԧ 案内状の発送
ԧ しおりの作成
ԧ はたちのつどいの開催及び運営

ԧ 実行委員会への補助　 　 　 　 　 180千円
ԧ 案内状の郵送料　 　 　 　 　 　 　 100千円
ԧ しおりの印刷費用　 　 　 　 　 　 Ŧ36千円
ԧ 会場使用料　 　 　 　 　 　 　 　 　 193千円Ŧ4年度
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ465】

科学体験教室開催事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

令和Ŧ4年度 ― 継続 単独

小学校１ 年生から６ 年生までの児童ԧ 生徒

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 市内の小学１ 年生から６ 年生までの児童数 人 0 0 5, 825 5, 853

対象指標２

ԧ 小中学校への周知や市広報などを通して参加者を募集する。
ԧ 科学講師を招き、 参加者に科学の不思議さや楽しさを伝えながら、 考える力を養う きっかけを提供できる体験教室を
開講する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 年間開催回数 回 0 0 2 4

活動指標２

ԧ 科学の不思議さや楽し さを体験することで科学に興味ԧ 関心を抱く よう になる。
ԧ 子どもたちの知的好奇心が刺激されることで、 疑問に思う ことへの探求心が育まれる。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 年間延べ参加者数 人 0 0 60 120

成果指標２

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

0 0 58 163

0 0 1, 141 1, 152

0 0 1, 199 1, 315

科学体験教室の開催 講師謝礼　 29千円
消耗品　 18千円
募集チラシ印刷費　 11千円

Ŧ4年度

-15-



-16-



事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ466】

青少年のための市民会議補助金 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

昭和55年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市青少年のための市民会議

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 補助交付団体数 団体 1 1 1 1

対象指標２

江別市青少年のための市民会議が取り組む、 青少年の健全育成等の啓発活動や青少年の非行防止活動及び有害環境の点
検活動に対し、 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき、 活動費の一部を補助する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 補助金額 千円 120 120 120 120

活動指標２

江別市青少年のための市民会議が行う 活動が充実し、 青少年を取り巻く 環境が向上していく 。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 主催事業協力者数（ 令和３ 年度まで） 人 39 30 35 35

成果指標２ 健全育成標語応募件数 件 2, 414 0 0 800

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

120 120 120 120

1, 907 1, 902 1, 901 2, 689

2, 027 2, 022 2, 021 2, 809

ԧ 青少年健全育成啓発などの標語募集ԧ 選考
ԧ 少年の主張石狩地区大会江別代表者の選考
ԧ からく り の道体験会ԧ コンテスト
ԧ 青少年健全育成活動発表会
ԧ 課外活動Ｅ Ｘ Ｐ Ｏ

市民会議への補助　 120千円

Ŧ4年度
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応募期間 ７月１９日（火）～８月 3１日（水） 

標  
語  募  集  

!!  

※交通安全標語は選考対象外です。

「命はね 親からもらった プレゼント 世界に一つ 大切なもの」 

                    文京台小学校 ６年 山口 柚葉さん 

「反抗期 イライラ私の照れ隠し 本当はいいたい “いつもありがとう”」 

                    大麻東中学校 ２年 佐藤 由唯さん 

「気をつけて その一言が 傷つける 知るべき 言葉の重み」 

                 北海道江別高等学校 １年 宮本 桜汰さん 

令和３年度 最優秀賞 
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦŦ467】

青少年キャンプ村事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

昭和43年度 ― 継続 単独

市内の小学校４ 年生から中学校３ 年生の児童生徒

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 市内の小学校４ 年生から中学校３ 年生の児童生徒数 人 0 5, 852 5, 783 5, 880

対象指標２

自然体験事業として日常の生活から離れ、 自然豊かな環境の中で青少年キャンプ村を1泊2日の日程で開催する。 大学生
、 高校生で構成されるボランティ アサークルの指導によりキャンプを行う 。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ キャンプ村開催日数 日 0 5 5 5

活動指標２

野外生活の楽しさを感じるとともに、 異年齢との交流及び集団生活を通して、 規律ある生活態度ԧ 生活技術を学び、 子
どもたちの協調性や社会性を高める。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 参加グループ数 グループ 0 37 64 90

成果指標２ 青少年キャンプ村参加人数 人 0 104 165 250

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

0 618 688 784

2, 289 2, 282 1, 901 1, 921

2, 289 2, 900 2, 589 2, 705

8月上旬に江別市森林キャンプ場において、 高校生と
大学生からなるボランティ アサークルの指導の下で1
泊2日のキャンプを実施。

ԧ 生活指導員謝礼　 336千円
ԧ 生活指導員ほか食材　 70千円
ԧ 仮設ト イレ設置等の委託料　 279千円

Ŧ4年度
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事務事業評価表【 評価版】

事業名：

政ŦŦ策

取Ŧ組Ŧの
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なもの） 費用内訳（ 主なもの）

事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対して事業を行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費Ŧ(B)

総Ŧ事Ŧ業Ŧ費Ŧ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 手法）

指標名 単位

意図（ この事業によって対象をどのよう な状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和Ŧ5年度 （ 令和Ŧ4年度実績）
【 事業番号ŦŦŦŦŦ6974】

江別の魅力「 食」 と 「 自然」 を満喫できる体験型学習事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育てԧ 教育

02 子どもの教育の充実

令和Ŧ4年度 ― 新規 単独

江別市に居住する小学４ 年生から中学３ 年生の児童ԧ 生徒

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

対象指標１ 小学４ 年生から中学３ 年生までの児童ԧ 生徒数 人 0 0 5, 783 5, 880

対象指標２

地域の住民団体やボランティ ア団体と協働して、 江別市の魅力である「 食」 や「 自然」 を通じた体験型学習の機会を提
供する。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

活動指標１ 体験型学習プログラム数 件 0 0 2 2

活動指標２

豊かな自然環境の中での「 自然体験学習」 や「 地場産品を活用した食育」 を通じて、 江別市の持つ様々な魅力が子ども
たちに理解される。

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

成果指標１ 申込人数 人 0 0 23 50

成果指標２ 参加者数 人 0 0 23 50

Ŧ2年度実績 Ŧ3年度実績 Ŧ4年度実績 Ŧ5年度当初

0 0 205 260

0 0 1, 901 1, 921

0 0 2, 106 2, 181

開催内容
ԧ レクリエーショ ン（ 異年齢交流）
ԧ 自然体験学習
ԧ 昼食ԧ 夕食（ 調理時に食育）

消耗品　 88千円
指導員謝礼　 48千円
食材費　 48千円

Ŧ4年度
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えべ知るアカデミー ～君は江別の「食」と「自然」にＳＨＯＣＫを受ける～ 
 

【日  時】１０月８日（土）、１０日（月・祝）１０時００分～２０時３０分【雨天決行】 

【内  容】 

10:00 10:15    11:00     12:00    13:00    14:00        15:30     17:00   18:00    19:00       20:15 20:30 

開
講
式 

(

異
年
齢
交
流
） 

レ
ク 

(

食
育) 

昼
食
調
理 

昼
食 

(

食
育) 

夕
食
仕
込 

(

異
年
齢
交
流
） 

レ
ク 

食
育 

自
然
教
育 

(

食
育) 

夕
食
調
理 

夕
食 

(

自
然
教
育)

 
焚
火 

閉
講
式 

解
散 

【会  場】江別市都市と農村の交流センター「えみくる」（江別市美原１４４５）※現地集合・現地解散 

【対  象】江別市内の小中学校に通う 小学４年生～中学３年生 

【定  員】各日２５名（計５０名） 

【参 加 費】１,０００円 

【申込受付】受付期限：９月２２日（木）１７時００分（必着）まで 

      申込方法：参加費とともに申込書を教育庁舎２階（高砂町２４番地６）に直接提出 

            ※各部で申込者が定員を超えた場合は、厳正なる抽選により参加者を決定し、抽選結果を 

９月２７日（火）に発送します。 

【食  事】昼食は、江別産の新米を使用した塩むすび、焼きおにぎり、豚汁（予定） 

夕食は、江別産の食材を使用したピザ、野菜サラダ（予定） 

※アレルギーは、可能な範囲で対応しますが、上記が食べられない場合は事前にご相談ください。 

【持 ち 物】不織布マスク（予備２枚）、軍手、水筒、ハンカチ、ポケットティッシュ、カッパ（雨天の場合）、 

      エプロン、三角巾、防寒着（寒くなった時に着られるもの） 

【服  装】ジャージ等の動きやすい服装（上下とも長袖） 

※焚火の際、火の粉が飛ぶ可能性がありますので、火傷防止のため、素肌に密着するタイツや

スパッツ生地の衣類ではなく、燃えにくい素材の衣類を着用してください。 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

・布やウレタン素材のマスクではなく、不織布マスクの着用を徹底します。 

・事前に配付する健康観察表にて、参加日の７日前から検温等の体調管理を義務付けます。期間内に同居 

家族内に発熱症状がないことを必ずご確認ください。また、参加当日に健康観察表の提出がない場合及び 

発熱（平熱比＋1 度もしくは 37.5 度以上）や風邪症状がある場合は、参加をお断りする場合があります。 

・当日は利用器具の消毒、講師・スタッフのマスク着用等の感染防止対策を講じた上で実施します。 

【そ の 他】 

・参加者はレクリエーション保険に加入します。保険料は教育委員会が負担します。 

・お申込みいただいた情報は、当事業の業務のみに使用します。 

・事業当日に教育委員会が撮影した写真は、広報えべつや市のホームページ等に掲載することがあります。 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては事業を中止する場合がございますので、その際はご理解 

くださいますようお願いいたします。 

【問合せ・申込み先】 

〒067-0074 江別市高砂町 24－6 江別市教育委員会 生涯学習課 青少年係 

TEL:011-381-1069／FAX:011-382-3434／E-mail:shogaigakushu@city.ebetsu.lg.jp 
 

≪ 申 込 書 ≫ 
受付番号 (記載不要) 

ふりがな 

氏 名  
ニックネーム 
ｱｶﾃﾞﾐｰで呼ばれたい 
ﾆｯｸﾈｰﾑを必ず書いてね 

 

住 所 
〒    －      

江別市 

生年月日 平成    年    月    日 学校名 （  年生） 

保護者氏名  
電話番号 

(緊急時連絡先) 
 

※アレルギーの有無 どちらかに〇をつけ、ありの場合は品目をご記載ください 

なし・あり （品目：                                  ） 
※アレルギー対応については、すべてに対応できるものではありませんので、あらかじめご了承ください。 

※希望日に〇をつけてください 

第１希望 第２希望 

１０月８日（土） ・ １０月１０日（月・祝） １０月８日（土） ・ １０月１０日（月・祝） 
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